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こ
の
調
査
は
「
印
西
市
の
住
み
や

す
さ
や
継
続
居
住
の
意
向
と
い
っ
た

住
み
心
地
」「
環
境
・
福
祉
・
産
業
・

教
育
・
都
市
基
盤
・
行
財
政
と
い
っ

た
行
政
の
各
分
野
の
施
策
に
対
す
る

重
要
度
や
満
足
度
」
な
ど
を
把
握
す

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
調
査
は
、
昨
年
8
月
、
市
内
全
域

か
ら
満
　
歳
以
上
の
市
民
3
街
0
0

20

0
人
を
無
作
為
に
抽
出
。
1
街
6
0

0
人
（
有
効
回
答
数
）
の
み
な
さ
ん

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
概
要

【
住
み
や
す
さ
の
市
民
意
識
】

　「
住
み
や
す
い
」
が
　
・
1
%
、「
ど

37

ち
ら
か
と
い
う
と
住
み
や
す
い
」
が

　
・
8
%
と
、
約
8
割
の
人
が
住
み

41や
す
い
と
感
じ
て
い
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

【
継
続
居
住
の
市
民
意
識
】

　
8
割
以
上
の
人
が
「
印
西
市
に
住

み
続
け
た
い
」
と
答
え
て
お
り
、
そ

の
理
由
と
し
て
「
自
然
環
境
や
公
園

な
ど
が
整
っ
て
い
て
緑
が
多
い
」
が

　
・
5
%
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
買

64い
物
な
ど
日
常
生
活
に
便
利
」　
・
51

7
%
、「
ま
ち
並
み
や
景
色
な
ど
の

市
内
の
景
観
が
良
い
」　
・
5
%
の

27

順
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、「
印
西
市
に
住
み
た
く
な

い
」
と
答
え
た
人
は
約
　
%
で
あ
り
、

10

そ
の
理
由
は
「
バ
ス
や
電
車
な
ど
の

公
共
交
通
が
不
便
」
が
　
・
9
%
と

73

最
も
多
く
、
次
い
で
「
買
い
物
な
ど

の
日
常
生
活
が
不
便
」　
・
4
%
、

34

「
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
施
設
や
体

制
が
不
十
分
」　
・
2
%
の
順
と
な

31

り
ま
し
た
。

【
各
種
施
策
の
満
足
度
・
重
要
度
】

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、　
項
目
の
施

32

策
に
つ
い
て
、
市
の
取
り
組
み
に
対

す
る
満
足
度
と
重
要
度
を
4
段
階
評

価
で
調
査
し
ま
し
た
。
左
上
図
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
満
足
度
と
重
要

度
を
点
数
化
し
、
相
関
を
示
し
た
も

の
で
、
満
足
度
が
低
く
重
要
度
が
高

い
Ａ
ゾ
ー
ン
に
あ
る
「
公
共
交
通
の

充
実
」「
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の

強
化
」「
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財

政
運
営
」
な
ど
は
、
今
後
も
市
が
よ

り
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
項
目
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

も
と
に
、
各
種
計
画
の
進
行
管
理
や

見
直
し
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
施

策
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
調
査
結
果
は
、
企
画
政
策

課
、
印
旛
支
所
、
本
埜
支
所
・
各
出

張
所
、
公
民
館
、
図
書
館
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
1
）。

　去る1月23日、今回のコンテスト入賞
者に板倉市長から表彰状が伝達されました
（右下写真参照）。
　このコンテストは、次代を担う小・中学
生が、日常の家庭や学校生活の中での体験
をもとに、犯罪・非行のない地域社会づく
りについて考えたこと、感じたことを作文
を通じて、社会を明るくする運動への理解
を深めてもらうことを目的に実施されてい
ます。
【千葉県作文コンテスト】
葛千葉県教育委員会教育長賞（特別賞）…
山本颯（滝野中1年）・「ぼくたちにできる
こと」葛千葉保護観察所長賞…山下龍元（小
林中1年）・「思いやりの言葉」葛千葉県中
学校長会長賞（奨励賞）…佐野友哉（原山
中2年）・「許すということ」葛佳作…伊藤
穂乃花（原山中2年）・「見て見ぬふりをし

ない社会」
【印西市作文コンテスト】
葛印西市推進委員長賞（市長賞）…神保空
聖（滝野中3年）・「一瞬の思いやり」葛教
育長賞…土屋伶奈（滝野小6年）・「あいさ
つ＝(イコール)絆」葛警察署長賞…細井
里紗（小林北小5年）・「いつもありがとう」

「
市
民
満
足
度
・
重
要
度
調
査
」
結
果
を
報
告

 印
西
市
は
「
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
る
が
約
8
割

　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

行
政
施
策
の
検
証
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
昨
年
8
月
に
市
民
3
街
0
0
0
人
を
対
象
に
「
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
。
１
街
６
０
０
人
の
回
答
を
も
と
に
、

結
果
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

社会を明るくする運動作文コンテスト
～入賞者に表彰状～　

＜各項目の満足度と重要度＞

市政情報の公開・提供

低 高

低

高
公共交通の充実 健康増進・医療体制の強化

防犯・交通安全対策の強化

高齢者福祉の充実

効率的・効果的な行財政運営

地域福祉・社会保障制度の充実

道路網の整備・充実

雇用対策の推進

土地の有効利用・都市機能の強化

商工業振興・企業誘致

市政への市民参加

農業振興

国際交流・異文化理解の推進

観光振興

学校教育の充実
防災体制・災害対策の強化
児童福祉・子育て支援体制の充実

上下水道の整備

ごみ減量・リサイクルの推進
環境負荷低減・環境美化の推進

自然環境の保全・活用
障がい者（児）福祉の充実
公園・緑地の整備・保全

市民サービスの充実

住宅施策の推進
都市景観づくり

生涯学習の推進
スポーツの振興

地域コミュニティ活動の推進

文化・芸術の保護・振興

市民活動支援・パートナーシップづくり

満足度（平均2.69）

重
要
度
（
平
均
３
・
５
４
）

※数値は各項目の選択肢を１～４点で点数化し、
　満足度と重要度の評価点を算出したもの

印西市は４年連続で応募点数が県内印西市は４年連続で応募点数が県内一一

 第
　
回
全
日
本
ユ
ー
ス
U
　
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
　（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
）

１９

15

 ル
キ
ナ
ス
印
西
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ル
キ
ナ
ス
印
西
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブブ
U

が
出
場

U
　
が
出
場

1515

　
去
る
1
月
　
日
～
　
日
に
全
日
本

11

13

ユ
ー
ス
U
　
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
三

15

重
県
で
開
催
さ
れ
、
市
内
に
拠
点
を

置
く「
ル
キ
ナ
ス
印
西
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
U
　
」が
関
東
地
区
代
表
で
初
出
場

15

し
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
は
各
地
方

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
全
国
　
チ
ー
ム

16

で
構
成
。
グ
ル
ー
プ
予
選
で
は
、
昨

年
度
の
全
国
優
勝
チ
ー
ム
と
3
位
の

チ
ー
ム
、
本
年
度
の
準
優
勝
チ
ー
ム

と
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
対
戦
し
ま
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
は
2
位
と
惜
し
く
も
決

勝
リ
ー
グ
に
は
進
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
初
出
場
で
全
日
本

ベ
ス
ト
8
入
り
を
果
た
し
、
大
健
闘

し
ま
し
た
。

引き締まった表情の上ノ坊監督と選手た引き締まった表情の上ノ坊監督と選手たちち

市民ふれあい懇談会を開催
北総線運賃問題の今後 ～運賃のさらなる値下げに向けて～
　印西市は昨年12月、北総鉄道に対
する補助金について、当初の合意どお
り、平成26年度をもって補助金を終
了することを決定しました。　この決
定について、板倉市長が市民のみなさ
んに経過を報告し、ご意見を伺う「市
民ふれあい懇談会」を開催します。
■時 2月22日臥・午後3時～5時。

■場 ふれあい文化館・多目的室（原）。
■内 テーマ「北総線運賃問題の今後～運
賃のさらなる値下げに向けて～」。
※駐車場に限りがありますので、公共
交通機関をご利用ください。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線418・
419）、企画政策課交通政策室（緯内線
475・476）。　



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

凡
例

ア
リ
ー
ナ
（
浦
部
）。

■対 
高
校
生
以
上
。

■定 
　
人
。

10
■費 
1
街
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
、
保

険
代
）。

※
同
日
に
開
催
す
る
教
室
へ
併
せ
て

申
し
込
み
の
場
合
は
7
0
0
円
。

■他 
申
し
込
み
の
際
に
認
め
印
が
必
要

で
す
。

■申 
3
月
9
日
蚊
ま
で
に
申
込
書
を
提

出
（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
印
旛
支
所
・
本
埜
支
所
、
各
公
民

館
、
出
張
所
に
あ
る
申
込
書
な
ど
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
松
山

下
公
園
総
合
体
育
館
内
緯
碓42 
8
4
1

7
）。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室

　
　（
体
験
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）

　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
と
技
術
の
習

得
を
図
る
た
め
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
3
月
8
日
臥
、　
日
臥
、　
日
蚊

15

16

【
体
験
教
室
】
午
後
5
時
～
6
時
　50

分
、【
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室
】
午
後
7

時
～
8
時
　
分
。

50

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
（
浦
部
）。

■対 
【
体
験
教
室
】
小
学
4
年
以
上
、

【
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室
】
中
学
3
年

以
上
。

■定 
【
体
験
教
室
】　
人
・【
ス
キ
ル

30

ア
ッ
プ
教
室
】　
人
。

10

■費 
1
教
室
一
回
3
0
0
円
（
保
険

代
）。

■他 
申
し
込
み
の
際
に
認
め
印
が
必
要

で
す
。

■申 
3
月
2
日
蚊
ま
で
に
申
込
書
を
左

記
ま
で
提
出
（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
印
旛
支
所
、
本
埜
支
所
、
各
公
民

館
、
出
張
所
に
あ
る
申
込
書
な
ど
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
。

自
転
車
安
全
利
用
講
習
会

　
市
で
は
、
自
転
車
の
安
全
利
用
を

推
進
し
て
お
り
、
自
転
車
で
通
勤
・

通
学
す
る
人
、
自
転
車
を
利
用
す
る

機
会
の
多
い
子
ど
も
が
い
る
家
庭
を

対
象
に
、
身
近
な
乗
り
物
で
あ
る
自

転
車
の
交
通
ル
ー
ル
、
自
転
車
の
安

全
な
乗
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
学
ぶ
、

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
蚊
・【
第
一
部
】
午
前

23

　
時
　
分
～
正
午
【
第
二
部
】
午

10

30

後
1
時
　
分
～
3
時
。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

■他 
自
転
車
の
安
全
利
用
に
役
立
つ

グ
ッ
ズ
を
お
配
り
し
ま
す
。

■申 
2
月
　
日
牙
ま
で
に
左
記
ま
で
。

20

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内

線
7
1
4
）。

里
山
散
策
会

　
　
　「
春
風
に
さ
そ
わ
れ
て
」

【
パ
ー
ト
英
】

　
供
に
ほ
ん
の
里
1
0
0
選
僑
に
選

定
さ
れ
て
い
る
結
縁
寺
谷
津
を
巡
り

ま
す
。
途
中
、
武
将
源
頼
政
公
の
伝

承
の
地
も
訪
れ
ま
す
（
約
8
娃
）。

■時 
3
月
7
日
画
・
午
前
9
時
　
分
～

30

午
後
3
時
　
分
。

30

■場 
北
総
線
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央

駅
前
集
合
・
解
散
（
中
央
南
）。

【
パ
ー
ト
衛
】

　
木
下
街
道
に
沿
っ
て
歩
き
、
自
然

や
戊
辰
戦
争
に
関
す
る
史
跡
な
ど
を

探
し
ま
す
。
途
中
、
江
戸
前
鮨
用
の

根
町
）
▼
赤
松
宗
旦
旧
居
跡
（
茨
城

県
利
根
町
）
▼
印
旛
歴
史
民
俗
資
料

館
（
岩
戸
）
▼
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物

館
（
木
下
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
1
街
0
0
0
円
（
資
料
・
保
険
・

弁
当
・
お
茶
代
）。

■申 
2
月
　
日
画
ま
で
に
事
前
に
左
記

28

へ
（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
木
下
ま
ち
育
て
塾
・
宇
野
（
■携 
0

9
0
―
2
5
4
0
―
4
7
7
8
・
■メール 

m
ach
iju
k
u
@
g
m
ail.co

m

・

■ＨＰ h
ttp
://k
io
ro
sh
im
ac
h
ij

u
k
u
.w
e
b
.fc2
.co
m
/

）。

公
益
信
託
印
西
市
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
応
募
団
体
相
談
会

　
公
益
信
託
印
西
市
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
で
は
、
市
民
活
動
団
体
の

立
ち
上
げ
支
援
や
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
支
援
の
た
め
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
　
年
度
に
事
業

26

を
実
施
予
定
の
応
募
団
体
を
対
象
に

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■時 
3
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
　
分
～

13

30

午
後
4
時
　
分
。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■申 
相
談
を
希
望
す
る
団
体
は
、
事
前

に
千
葉
銀
行
法
人
営
業
部
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
制
度
概
要
な
ど
詳
し
く
は
、
3
月

3
日
俄
発
行
予
定
の
「
応
募
の
手
引

き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
応
募
の

手
引
き
」
は
千
葉
銀
行
法
人
営
業

部
・
印
西
支
店
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
支
店
・
印
西
牧
の
原
支
店
の
ほ
か
、

市
役
所
市
民
活
動
推
進
課
、
印
旛
支

赤
酢
の
醸
造
で
知
ら
れ
る
食
酢
醸
造

工
場
を
見
学
し
ま
す
（
約
7
娃
）。

■時 
3
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～

18

30

午
後
3
時
　
分
。

30

■場 
東
武
野
田
線
馬
込
沢
駅
前
集
合
・

新
京
成
線
鎌
ヶ
谷
大
仏
駅
前
解
散
。

【
共
通
】

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も
。

※
雨
天
中
止
。

■定 
　
人
程
度
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡

持
参
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
阿

部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

木
下
河
岸
の
歴
史
を
学
ぶ
「
寺

子
屋
吉
岡
」
冬
期
特
別
公
開
講

座
「
バ
ス
で
巡
る
わ
が
ま
ち
の

　
　
　
　
歴
史
を
学
ぶ
ツ
ア
ー
」

　
市
と
市
民
団
体
「
木
下
ま
ち
育
て

塾
」
と
の
協
働
事
業
で
あ
る
木
下
地

区
歴
史
講
座
「
寺
子
屋
吉
岡
」
の
冬

期
特
別
公
開
講
座
と
し
て
、
市
内
お

よ
び
近
隣
の
歴
史
施
設
を
バ
ス
で
巡

り
、
わ
た
し
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
歴

史
を
学
び
ま
す
。

■時 
3
月
8
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

30

午
後
4
時
。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）
で
集
合
・

解
散
。

■内 
「
寺
子
屋
吉
岡
」
冬
期
特
別
公
開

講
座
「
バ
ス
で
巡
る
わ
が
ま
ち
の
歴

史
を
学
ぶ
ツ
ア
ー
」。

胸
見
学
施
設
…
▼
利
根
町
歴
史
民
俗

資
料
館
（
赤
松
宗
旦
に
関
す
る
特
別

展
見
学
予
定
）・（
茨
城
県
利
根
町
）

▼
柳
田
國
男
記
念
公
苑
（
茨
城
県
利

平成２６年（２０１４）２月１５日号（２）

文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

所
、
本
埜
支
所
、
各
公
民
館
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に

設
置
。

■問 
【
申
し
込
み
先
】
千
葉
銀
行
法
人

営
業
部
公
益
信
託
担
当
（
緯
0
4
3

―
3
0
1
―
8
0
3
7
）、【
制
度
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
】
市
民
活
動
推

進
課
市
民
活
動
支
援
班
（
緯
内
線
3

4
5
）。

市
民
活
動
団
体
ポ
ス
タ
ー
展

　
市
内
で
活
躍
す
る
市
民
活
動
団
体

を
紹
介
す
る
、
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催

し
ま
す
。

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
市

民
活
動
団
体
の
様
子
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■時 
臼
2
月
　
日
画
～
　
日
牙
、
渦
2

21

27

月
　
日
画
～
3
月
7
日
画
、
嘘
3
月

28
　
日
牙
～
　
日
我
、
唄
3
月
　
日
牙

13

19

20

～
　
日
牙
。

27
※
①
②
唄
は
休
館
日
を
除
く
午
前
9

時
～
午
後
5
時
（
各
会
場
と
も
、
初

日
は
　
時
～
）。

10

■場 
臼
印
旛
公
民
館
（
瀬
戸
）、
渦
中
央

公
民
館
（
大
森
）、
嘘
北
総
線
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
構
内
（
中
央

南
）
唄
本
埜
公
民
館
（
中
根
）。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
）。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設

　
　
　
　
　
　
　
利
用
認
定
会

　
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
の
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
施
設
で
、
利
用
認
定
会
を

開
催
し
ま
す
。
施
設
を
一
般
利
用
す

る
た
め
に
は
、
認
定
会
で
合
格
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

■時 
3
月
　
日
蚊
・
午
後
7
時
～
8
時

16

　
分
。

50■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

講
座
・
催
し

■時 
4
月
　
日
華
・
午
後
4
時
開
演

29

（
開
場
3
時
～
）。

■費 
2
街
5
0
0
円
（
全
席
自
由
）。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
文
化
ホ
ー
ル
、
カ

フ
ェ
・
ブ
ラ
ン
（
白
井
市
文
化
セ
ン

タ
ー
2
F
）、
ブ
ッ
ク
ス
コ
ラ
ム
（
レ

イ
ク
ピ
ア
臼
井
1
F
）
に
て
発
売
中
。

※
詳
し
く
は
文
化
ホ
ー
ル
ま
で
。

 芸
術
文
化
発
表
会「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」出
演
者
募
集

 文
化
ホ
ー
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
「
市
民
招
待
席
」

　
文
化
ホ
ー
ル
内
に
あ
る
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
、

み
な
さ
ん
の
趣
味
や
特
技
を
活
か
し

て
素
敵
な
空
間
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
展
示
期
間
…
前
期
分
と
し
て
4
月

か
ら
9
月
末
日
の
う
ち
2
週
間
程
度

（
休
館
日
を
含
む
）。

■対 
市
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
団
体

（
サ
ー
ク
ル
）。
た
だ
し
、
営
利
目
的

の
場
合
は
対
象
外
。

に
つ
い
て
は
出
演
者
と
協
議
。

胸
機
材
な
ど
…
出
演
者
各
自
で
準
備
。

■対 
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は

団
体
（
サ
ー
ク
ル
）。
た
だ
し
、
営
利

目
的
の
場
合
は
対
象
外
。

■費 
無
料
。

■申 
2
月
　
日
画
ま
で
に
所
定
の
申
込

28

用
紙
（
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
に

用
意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
文

化
ホ
ー
ル
ま
で
（
先
着
順
）。

※
ジ
ャ
ン
ル
（
演
奏
・
ダ
ン
ス
・
紙

芝
居
な
ど
）
に
つ
い
て
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
図
書
館
と
の
複
合
施
設
の
た

め
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
当
日
以
外
は
練
習
場
所
を
提
供
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
文
化
ホ
ー
ル
ま
で
。

４/２９
（火・祝）

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ

▼

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披
露
し
て
み
ま

せ
ん
か
（
写
真
は
過
去
の
も
の
で
す
）。

　
地
域
文
化
の
振
興
を
目
的
と
し
た

こ
の
事
業
は
、
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ

イ
エ
を
発
表
の
場
と
し
て
、
芸
術
文

化
活
動
を
す
る
み
な
さ
ん
に
開
放
し

て
い
ま
す
。

胸
実
施
日
…
前
期
分
と
し
て
4
月
～

9
月
末
日
の
間
で
毎
月
1
回
、
日
時

■費 
無
料
。

■申 
2
月
　
日
画
ま
で
に
所
定
の
申
請

28

書
（
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
に

用
意
）
に
関
係
書
類
を
添
付
し
文
化

ホ
ー
ル
ま
で
。

※
状
況
に
応
じ
て
展
示
日
の
調
整
を

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
文
化
ホ
ー
ル
ま
で
。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

※
予
定
日
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

胸
閲
覧
場
所
…
▼
議
会
事
務
局
（
市

役
所
5
階
）
▼
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
1
階
）
▼
印
旛
支
所
、
本
埜

支
所
▼
各
図
書
館
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
（
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.city

.in
zai.lg

.jp
/

）。

「
い
ん
ざ
い
市
議
会
だ
よ
り
」
の

一
面
に
掲
載
す
る
写
真
を
募
集

　
応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

胸
題
材
…
市
内
の
四
季
折
々
の
風
景
。

胸
応
募
資
格
…
市
内
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
の
人
。

■問 
議
会
事
務
局
。

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会

26

の
会
期
は
2
月
　
日
峨
～
3
月
　
日

18

20

牙
の
予
定
で
す
。
な
お
、
会
期
中
に

休
会
日
が
あ
る
の
で
、
開
催
日
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

一
般
質
問
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
平
成
　
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会

26

で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問
（
会

派
代
表
、
個
人
）
内
容
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
後
述
の
閲
覧
場
所
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

胸
閲
覧
開
始
日
…
2
月
　
日
俄
を
予

17

定
。

予
防
接
種
の
接
種
期
限

（
平
成
　
年
3
月
　
日
ま
で
）
が

26

31

せ
ま
っ
て
い
ま
す

怯
D
T
2
期
（
小
学
6
年
生
）

　
乳
幼
児
期
に
接
種
し
た
D
P
T
予

防
接
種
の
追
加
接
種
と
な
り
ま
す
。

対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
任
意
（
有
料

…
約
5
街
0
0
0
円
）
接
種
と
な
り

ま
す
。

怯
M
R
第
2
期
（
就
学
前
の
年

長
児
）

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
は
、
就
学
後
に
公
費
で
接

種
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種

期
限
を
過
ぎ
る
と
任
意
（
有
料
…
約

1
0
街
0
0
0
円
）
接
種
に
な
り
ま

す
。

※
予
診
票
は
、
平
成
　
年
3
月
末
に

25

個
別
通
知
し
て
い
ま
す
。
紛
失
し
た

人
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
再
発
行

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
任
意
（
有
料
）
の
場
合
は
、
医
療

機
関
に
よ
っ
て
金
額
が
変
わ
る
の
で
、

医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

で
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■申 
平
成
　
年
4
月
　
日
牙
ま
で
に
左

27

10

記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
6
）。

高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

「
植
木
管
理
基
礎
講
座
」
講
習
会

■時 
3
月
　
日
峨
～
　
日
牙
・
い
ず
れ

11

13

も
午
前
9
時
～
正
午
（
全
3
日
間
）。

※
代
替
日
は
近
日
を
予
定
。

■場 
多
種
多
様
の
植
木
が
あ
る
民
間
企

業
の
敷
地
を
予
定
。

■内 
剪
定
作
業
の
準
備
か
ら
各
種
植
木

の
剪
定
実
技
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

噛
講
師
…
高
野
光
利
氏
（
樹
木
医
）。

■対 
市
内
在
住
　
歳
以
上
の
人
で
、
3

60

日
間
の
全
て
出
席
で
き
る
人
。

■定 
　
人
。

15
■費 
無
料
。

■申 
2
月
　
日
俄
～
　
日
画
に
電
話
で

17

28

左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓47 
4
0
5
0
）。

議
会

健
康

（３）平成２６年（２０１４）２月１５日号

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

噛
講
師
…
倉
西
良
一
氏
（
千
葉
県
中

央
博
物
館
主
任
上
席
研
究
員
）。

■費 
無
料
。

■問 
事
務
局（
■携 
0
9
0
―
2
3
3
1

―
5
1
0
4
）。

怯
B
―
P
祭
（
ゲ
ー
ム
大
会
）

　
 世
界
の
国
々
に
親
し
む
ゲ
ー
ム

を
ス
カ
ウ
ト
と
一
緒
に
し
ま
す

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

23

10

2
時
。

■場 
県
立
花
の
丘
公
園
（
原
山
）。

■対 
年
中
～
小
学
4
年
生
。

■費 
無
料
。

■申 
2
月
　
日
画
ま
で
に
電
話
ま
た
は

21

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
（
電
話
は
午
後

6
時
以
降
か
ら
）。 

■問 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
1

団
・
佐
藤
（
 ■携 
0
9
0
―
9
0
1
5

―
6
7
6
2
・
■メール in

zaish
iro
i1

@
y
ah
o
o
.co
.jp
・

■ＨＰ h
ttp
://

w
w
w
.g
e
o
citie

s.jp
/in
zais

h
iro
i1
/

）。

怯
青
空
保
育
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

参
加
者
募
集

　
自
然
の
中
で
、親
子
一
緒
に
心
と

体
を
育
て
合
う「
さ
く
ら
ん
ぼ
」の
仲

間
を
募
集
し
ま
す
。

■時 
平
成
　
年
4
月
～
平
成
　
年
3
月

26

27

の
金
曜
日
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～

10

午
後
　
時
　
分
（
年
　
回
を
予
定
）。

12

30

30

■場 
印
西
市
・
白
井
市
の
公
園
、
森
、

畑
な
ど
。

■定 
　
組
。

30
■費 
年
額
2
8
街
0
0
0
円
。

■申 
3
月
2
日
蚊
ま
で
に
、
親
子
の
名

前
・
子
ど
も
の
生
年
月
日
・
住
所
・

電
話
番
号
・（
あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

も
）
を
明
記
し
、
往
復
は
が
き
で
左

記
へ
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

全
員
に
返
信
は
が
き
で
3
月
　
日
峨

25

ま
で
に
通
知
）。

■問 
藤
岡
直
子（
〒
2
7
0
―
1
4
2

5
白
井
市
池
の
上
2
―
8
―
4
・
緯

0
4
7
―
4
9
1
―
1
2
6
9
）。

怯
陶
芸
の
会
（
４
班
）
会
員
募

集　
素
人
な
が
ら
、
先
生
を
中
心
に
に

ぎ
や
か
に
陶
芸
作
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

■時 
毎
月
第
二
、四
金
曜
日
・
午
前
9

時
～
午
後
5
時（
自
由
参
加
）。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央
南
）。

■定 
5
人
。

■費 
月
会
費
2
街
0
0
0
円
。

■他 
無
料
体
験
を
実
施
中
。

■問 
前
田
（
緯
○46 
1
7
4
1
）。

怯
外
国
人
先
生
と
英
語
で
バ
レ
エ

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
（
英
語

を
母
国
語
に
す
る
人
）
の
先
生
と
楽

し
く
英
語
で
バ
レ
エ
を
し
ま
せ
ん
か
。

■時 
毎
週
水
曜
日
・
午
後
4
時
～
5
時
。

■場 
千
葉
北
総
教
会
（
草
深
1
1
3
9

―
7
）。

■費 
体
験
費
用
5
0
0
円（
3
月
ま
で
）。

■問 
大
串
（
緯
0
3
―
5
7
4
5
―
0

1
6
6
）。

怯
健
康
体
操
会
員
募
集

　
ボ
ー
ル
や
ダ
ン
ベ
ル
を
使
っ
て
筋

力
を
つ
け
、
楽
し
い
音
楽
に
乗
っ
て

一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。
ぜ

ひ
一
度
、
体
験
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■時 
毎
週
火
曜
日
・
午
後
1
時
　
分
～

30

3
時
。

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
花
）。

■対 
お
お
む
ね
　
歳
以
上
。

60

■他 
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

飲
み
物
持
参
。

■問 
北
脇（
緯
碓85 
6
2
8
7
）。

怯
い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里

を
守
る
会
・
北
総
里
山
ク
ラ
ブ

共
催
「
ホ
タ
ル
の
学
校
」

　
都
市
化
・
農
業
の
近
代
化
・
農
薬

散
布
に
よ
り
激
減
し
た
た
ホ
タ
ル
。

そ
の
保
全
や
再
生
を
目
指
し
「
ホ
タ

ル
の
今
」
を
学
習
し
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
3
時
。

22

東
日
本
大
震
災
の

　
　
　
被
災
者
の
み
な
さ
ん
へ

怯
被
災
に
よ
り
住
宅
を
解
体
し

た
人
　
東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
よ
り
、

住
宅
の
敷
地
に
被
害
が
生
じ
、
そ
の

住
宅
を
や
む
を
得
ず
解
体
し
た
場
合
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
左
記
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■申 
平
成
　
年
4
月
　
日
牙
ま
で
に
左

26

10

記
へ
。

怯
被
災
に
よ
り
住
宅
の
地
盤
を

復
旧
し
た
人

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
液
状
化
な

ど
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
住
宅
で
、

住
宅
の
地
盤
復
旧
（
基
礎
の
修
復
を

含
む
。）
を
お
こ
な
っ
た
場
合
は
、
印

西
市
液
状
化
等
被
災
住
宅
再
建
支
援

事
業
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
る
の

福
祉

一
歩
ふ
み
だ
す
「
若
者
塾
」

■時 
3
月
3
日
俄
・
午
後
2
時
～
3
時

　
分
。

30■場 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
和
室
　（
大

森
）。

■内 
お
茶
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
今
、

困
っ
て
い
る
こ
と
を
語
り
合
う
な
ど
、

気
軽
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

で
す
。
精
神
保
健
福
祉
士
に
相
談
も

で
き
ま
す
。

■対 
　
歳
～
　
歳
ま
で
の
ひ
き
ご
も
り

15

35

が
ち
な
若
者
。

■費 
1
0
0
円
程
度
（
お
茶
代
）。

■申 
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
6
）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英

※
転
入
し
た
人
は
、
案
内
文
と
予
診

票
を
送
付
す
る
の
で
「
予
防
接
種
状

況
届
」
を
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
班

（
緯
碓42 
5
5
9
5
）。

　『広報いんざい』12月１
日号でお知らせしました
が、市役所の窓口業務や
行政情報のほか、市内の
観光スポットなどの地域
情報や医療機関情報など
を１冊にまとめた「印西市
くらしの便利帳」を配布し
ました。
　1月末で、各世帯への配
布が終了していますので、
くらしの便利帳がまだ届い
ていない世帯は、下記までご連絡ください。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線418・419・■メール 
hishokouhouka@ml.inzai.lg.jp）。

▼

各世帯に1冊ずつお届けす
る「印西市くらしの便利帳」

印西市・㈱サイネックス官民協働で発印西市・㈱サイネックス 官民協働で発行行

印西市くらしの便利帳をお手元印西市くらしの便利帳をお手元にに

■場 〒270－1339印西市牧の台１－１－１（ジョイフル本田交差点
を木下方面へ約500m）。
■問 緯印西総合病院（緯碓３３ 3000)。

 小児科救急外来および内科・外科救急外来を実施

胸診療科目胸
月～金診療曜日小

児
科

午後6時～9時30分診察受付

午後7時～10時診察時間

月・火・水・木・土・日診療曜日
内
科
・
外
科

午後6時～翌朝5時30分診察受付

午後7時～翌朝6時診察時間

日（日中も救急外来あり）診療曜日

午前５時30分～午後6時診察受付

午前6時～午後7時診察時間

印西総合病院

※曜日により時間の変更があります。
※受診の際は必ず電話連絡のうえ、ご来院ください。

▼

あ
な
た
の
写
真
も
ぜ
ひ
一
面
に



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

凡
例

■場 
申
請
書
の
配
布
、
申
し
込
み
お
よ

び
料
金
の
支
払
い
は
、
使
用
す
る
自

転
車
駐
車
場
窓
口
。　

■費 
使
用
料
は
左
表
参
照
。

胸
使
用
期
間
…
平
成
　
年
4
月
1
日

26

～
平
成
　
年
3
月
　
日
。

27

31

■申 
記
入
済
み
の
申
請
書
、
使
用
料
、

住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
、

学
生
証
な
ど
）
を
使
用
す
る
駐
車
場

へ
持
参
。

※
手
続
き
終
了
後
、
承
認
票
（
シ
ー

ル
）
と
承
認
証
（
カ
ー
ド
）
を
交
付
。

※
減
免
申
請
の
人
は
、
使
用
す
る
駐

車
場
窓
口
へ
。

■問 
　
日
本
駐
車
場
工
学
研
究
会
（
緯

（一社）
0
3
―
3
5
9
1
―
7
1
6
5
）。

胸有料自転車駐車場の使用料胸
使用料（年間１台に付き）

使用区分居住区分 原動機付自転車
（１２５cc以下）自転車

7，350円5，250円一般
市内

3，675円2，625円高校生以下

14，700円10，500円一般
市外

7，350円5，250円高校生以下

※4月1日以降は、消費税改定に伴い金額が変わります。

張
所
（
緯
碓80 
8
1
8
1
）。

有
料
自
転
車
駐
車
場
使
用
申
請

　
平
成
　
年
度
印
西
市
有
料
自
転
車

26

駐
車
場
の
定
期
使
用
申
請
の
受
け
付

け
が
始
ま
り
ま
す
。

■時 
3
月
1
日
臥
か
ら
の
平
日
・
午
前

6
時
～
　
時
、
午
後
4
時
～
9
時

11

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
前
8
時
～

正
午
）。

平成２６年（２０１４）２月１５日号（4）

パート衛

戸
籍
謄
本
な
ど
の
発
行
停
止

　
3
月
　
日
臥
お
よ
び
　
日
蚊
に
、

15

16

戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
を

行
う
た
め
、
各
施
設
の
休
日
開
庁
で

の
戸
籍
謄
本
な
ど
の
発
行
を
停
止
し

ま
す
（
下
表
参
照
）。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
お
願
い
し

ま
す
。

■時 
■場 
■内 
下
表
の
と
お
り
。

■問 
市
民
課
戸
籍
班
（
緯
内
線
2
3

2
・
2
3
3
）、
中
央
駅
前
出
張
所

（
緯
碓46 
1
0
1
1
）、
印
旛
支
所
市
民

福
祉
課
（
緯
碓98 
1
1
1
6
）、
滝
野
出

怯
講
演
会
「
明
日
の
水
は
大
丈

夫
？
日
本
の
水
に
忍
び
寄
る
危
機
」

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
ビ
ジ
ネ
ス
急
成

長
の
陰
で
森
林
・
水
田
の
荒
廃
な
ど

日
本
の
水
事
情
は
深
刻
化
。
そ
の
問

題
を
い
ま
こ
そ
考
え
ま
し
ょ
う
。

■時 
3
月
2
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

30

3
時
　
分
（
開
場
1
時
）。

45

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

噛
講
師
…
橋
本
淳
司
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）。

■定 
　
人
。

50
■費 
3
0
0
円
（
資
料
代
）。

■申 
3
月
1
日
臥
ま
で
に
左
記
へ
（
先

着
順
）。

■問 
印
西
水
と
暮
ら
し
を
守
る
会
・
竹

内
（
■携 
0
9
0
―
3
9
0
7
―
8
3

5
5
・
■メール in

zaim
izu
k
u
ra@
y
ah

oo.co.jp

）。

怯
第
　
回
原
っ
ぱ
の
会
の
自
然

19

観
察
会
「
早
春
の
野
鳥
観
察
会
」

　
早
春
の
木
立
の
中
の
野
鳥
探
し
を

一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

23

10

※
雨
天
中
止
。

■場 
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
集
合
（
白
井
市
）。

噛
講
師
…
上
田
孝
寿
氏
、
高
橋
邦
年

氏
（
日
本
野
鳥
の
会
千
葉
県
幹
事
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
0
0
円
（
資
料
代
、
保
険
代
）。

■他 
双
眼
鏡
、
飲
み
物
持
参
。

■問 
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会
・
内
田
（
緯
碓46 
0
2
5
6
）。

怯
刈
払
機
の
使
い
方
講
習
会

　
草
刈
り
道
具
の
し
く
み
や
扱
い
方

を
き
ち
ん
と
知
り
、
安
全
に
作
業
で

き
る
よ
う
「
刈
払
機
の
使
い
方
」
講

習
を
実
施
し
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。

※
こ
の
事
業
は
「
ド
コ
モ
市
民
団
体

へ
の
助
成
」
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■時 
3
月
1
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

そ
の
ほ
か

胸日程表胸
発行停止になる
主な証明書日程場所

▼ 戸籍、改正原戸籍、
除籍の謄本および抄本

▼附票 ▼受理証明書 ▼

身分証明書 ▼独身証明
書

3／15臥
中央駅前出張所、
印旛支所市民福
祉課、滝野出張所

3／16蚊滝野出張所

木下のまちから春到来のメッセージ
怯第5回 きおろしビッグ雛まつり
　
　今回が最後の開催となる
「ビッグ雛まつり」。日本最大の
おひなさまが、1万株のビオラ
の衣をまとい、みなさんの来場
を待っています。開催中にはビ
オラの販売も行っています。
　ぜひお越しください。
■時 2月23日蚊～3月3日俄。
■場 木下万葉公園前南側特設会場
（竹袋交差点付近）。　
※駐車場あり。

　
　市内唯一の国登録有形文化財「武蔵屋」で、ひなかざりを展示・公開します。
　手作りの工芸品展示、平安時代の遊び「貝合わせ」体験など、昔なつか

しの歴史空間にみなさんをご
招待します。
■時 3月2日蚊・午後10時～午
後4時。
■場 国登録有形文化財「武蔵屋」
（ＪＲ木下駅北口から徒歩3
分）。■費 入場無料。
■問 市民公益活動団体「木下夢探
訪」・岩井（■携 090－2525－
0559）。

怯町家ひなかざり

▲多くの人たちに愛されるビッグ雛たち
今年が最後のお披露目です

滑
美
し
い
ひ
な
か
ざ
り
が
お
出

迎
え

　「印西市総合防災ブック「印西市総合防災ブック」」
をお持ちです　　　　　　　をお持ちですかか

3
時
　
分
 （
雨
天
時
は
翌
日
に
延
期
）。

30

■場 
草
深
の
森
（
草
深
1
7
8
―
2
）。

■費 
無
料
。

噛
講
師
…
木
村
正
敏
氏
（
千
葉
県
森

林
組
合
安
全
管
理
指
導
専
門
家
）。

■申 
事
前
に
「
刈
払
機
講
習
会
申
込
」

と
表
題
を
書
き
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
左
記
へ
。

■問 
N
P
O
法
人
ラ
ー
バ
ン
千
葉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
丹
澤（
緯
／
胃
碓42 
4
1
4

3
・
■メール in

fo@
rcn
-foru

m
.org

）。

※
電
話
は
午
前
　
時
～
午
後
5
時
。

10

怯
旧
木
下
河
岸
問
屋
「
吉
岡
蔵

の
ひ
な
飾
り
」

　
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
で
は
、
今

年
も
ひ
な
飾
り
を
し
て
み
な
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
吉
岡
家
に

残
っ
て
い
た
珍
し
い
 狆
 引
き
の
雛

ち
ん

も
見
ら
れ
ま
す
。
木
下
ま
ち
育
て
塾

主
催
。

■時 
3
月
1
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時
、

2
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後
4
時
。

10

■場 
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
（
木
下
銚

子
屋
旅
館
前
）。

※
駐
車
場
若
干
あ
り
。

■費 
入
場
料
無
料
。

■問 
木
下
ま
ち
育
て
塾
・
伊
藤
（
■携 
0

9
0
―
3
5
2
9
―
4
9
9
0
）。

怯
ク
リ
パ
ル
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

■時 
①
2
月
　
日
峨
、　
日
牙
・
い
ず

18

27

れ
も
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分
、

10

30

11

50

②
2
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
～

23

10

15

　
時
　
分
。

11

35

【
①
②
共
通
】

■場 
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
。

■対 
ヨ
ガ
初
心
者
～
経
験
者
。

■費 
初
回
体
験
1
街
5
0
0
円
。

■他 
動
き
や
す
い
服
装
で
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
持
参（
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
可
）。

■申 
開
催
3
日
前
ま
で
に
メ
ー
ル
で
左

記
へ
。

■問 
リ
ア
ル
ヨ
ガ
・
土
井
　（
■メール re

aly
o
g
a2
0
1
0
@
y
ah
o
o
.co
.jp

・
■ＨＰ 

h
ttp
://re

aly
o
g
a-ch

ib
a.ji

m
d
o
.co
m
/

）。

　市では、地震
や洪水のハザー
ドマップと併せ
て災害発生時の
注意点や日頃の
備えなどを掲載
した印西市総合
防災ブックを昨
年8月に作成し、
各世帯には、自
治会・町内会を
通じて配布しました。
　まだ、お手元にお持ちでない人は市役所や公
共施設で引き続き配布を行っておりますので、
お問い合わせください。
■問 防災課防災班(緯内線452)。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

　防災行政無線から放送された内容を確認するためのテレホンサービス（フリーアクセス）
が無料で聞くことができます。放送内容が分からなかったときや、もう一度聴きたいとき
は、

緯0800―800―0864
をご利用ください。操作方法の説明は、メッセージで確認できます。
※これまでの防災行政無線テレホンサービス（緯碓40 2900）を利用した場合、通話料は利用
者負担となります。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
に

ご
注
意
を

　
e-

T
a
x
を
利
用
す
る
た
め
の

電
子
証
明
書
に
は
有
効
期
間
が
あ
り

ま
す
。

　
有
効
期
間
は
、
証
明
書
の
発
行
日

か
ら
起
算
し
て
3
年
と
な
り
、
有
効

期
間
が
満
了
す
る
と
失
効
し
、
電
子

申
告
な
ど
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
平
成
　
年
に
電
子
証
明
書
を
取
得

23

し
た
人
は
、
本
年
に
そ
の
有
効
期
間

が
満
了
と
な
り
ま
す
。
効
力
が
失
わ

れ
る
と
、
再
度
電
子
証
明
書
の
申
請

（
更
新
手
続
き
）
が
必
要
で
す
。

　
す
で
に
電
子
証
明
書
を
取
得
し
、

今
年
e-

T
a
x
を
利
用
す
る
人
は
、

ご
自
分
の
電
子
証
明
書
の
有
効
性
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
有
効
性
の
確
認

は
、「
公
的
個
人
認
証
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
（h

ttp
://w

w
w
.jp
k
i.g
o

.jp
/

）」
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
」

の
中
で
確
認
で
き
ま
す
。

■問 
市
民
課
住
民
記
録
班
（
緯
内
線
2

3
4
・
2
3
7
）。

　
税
務
署
に
行
か
な
く
て
も
、
自
動

計
算
で
便
利
な
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
提

出
（
送
信
）
で
き
ま
す
。

　
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収

票
な
ど
は
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力

し
て
送
信
す
る
こ
と
で
、
提
出
ま
た

は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
（
法
定
申
告
期
限
か
ら
5
年

間
、
税
務
署
か
ら
書
類
の
提
出
ま
た

は
提
示
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）、
還
付
さ
れ
る
ま
で
の
期

間
が
短
縮
さ
れ
る
な
ど
の
利
点
が

あ
り
ま
す
。

　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は
臼

電
子
証
明
書
、
渦
I
C
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
ー
の
取
得
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
準
備
が
間

に
合
わ
な
い
人
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の

利
点
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
告
書
な

ど
の
デ
ー
タ
を
印
刷
し
て
、
郵
送
な

ど
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o

.jp

）
を
参
照
、
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
）。

e

-

  T
   a
x

       

（
国
税
電
子
申
告
）で
カ
ン
タ
ン
申
告
 

 
イ
ー
タ
ッ
ク
ス

みなさん、ぜひ、
ご利用くだサイ

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯電話やパソコンへのメール配信サー
ビス「印西市緊急情報発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用することができますが、あらかじめ
『利用者登録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および『登録解除』の際の通信料、メー
ルの受信、WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」メールを送信してください。

 　b@inz.171k.jp

　
手順および配信する内容の詳細については、
　　　　　　　　　　　市防災ホームページ（http://bousai.city.inzai.lg.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

（５）平成２６年（２０１４）２月１５日号

 ご
利
用
く
だ
さ
い

成
田
税
務
署
・
確
定
申
告
書
作
成
会
場
 

　
現
在
、
平
成
　
年
分
の
所
得
税
お

25

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税
・

個
人
消
費
税
の
確
定
申
告
書
作
成
・

提
出
会
場
を
開
設
中
で
す
。

■時 
3
月
　
日
俄
ま
で
・
午
前
9
時
～

17

午
後
5
時
（
受
け
付
け
午
後
4
時
）。

※
土
・
日
曜
日
除
く
。

　
2
月
　
日
蚊
お
よ
び
3
月
2
日
蚊

23

は
開
場
し
ま
す
。

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
2
階
イ
オ
ン

ホ
ー
ル
（
成
田
市
ウ
イ
ン
グ
土
屋

　
）。
24※

車
で
の
来
場
の
場
合
、
午
前
9
時

か
ら
　
時
ま
で
は
、
立
体
駐
車
場
3

10

階
連
絡
通
路
か
ら
入
る
2
階
「
C
」

入
口
が
専
用
口
に
な
り
ま
す
。

※
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
京
成

成
田
駅
前
か
ら
は
6
番
の
り
ば
（
バ

ス
）
で
千
葉
交
通
バ
ス
に
乗
車
し
、

「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
店
」
で
下
車

し
て
く
だ
さ
い
。

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
の
間
は
、
職

員
が
交
代
で
対
応
す
る
た
め
、
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
納
税
窓
口
が
な
い
た
め
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
税
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
納
税
証
明
書
は

発
行
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
成
田
税
務

署
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
提
出
し
よ
う
と
す
る

申
告
書
に
つ
い
て
納
税
証
明
書
が
必

要
な
場
合
、
申
告
書
を
提
出
す
る
前

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
上
記
期
間
中
、
成
田
税
務
署
内
に

は
、
確
定
申
告
書
作
成
会
場
は
設
け

て
お
り
ま
せ
ん
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
）。

※
 電
話
は
自
動
音
声
に
て
受
け
、

必
要
に
応
じ
担
当
者
が
対
応
し
ま
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
を
、

e-

T
a
x
（
所
得
税
電
子
申
告
、
納

税
）
を
利
用
し
て
行
う
人
が
近
年
増

え
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）
と
電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要

で
す
。

　
市
で
は
、
平
日
来
庁
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
左
表
の
と
お
り
市
民

課
・
印
旛
支
所
市
民
福
祉
課
を
開
庁

し
、
取
得
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

碓伺 
申
請
の
際
、
本
人
確
認
と
パ
ス

ワ
ー
ド
設
定
を
行
い
ま
す
。
必
ず
申

請
者
本
人
が
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
必
要
な
も
の
…
①
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
官
公
署
が
発
行

し
た
顔
写
真
付
の
証
明
書
（
有
効
期

限
内
の
も
の
）、
②
写
真
付
住
基

カ
ー
ド
を
希
望
の
場
合
は
、
写
真
一

枚
（
上
半
身
、
無
帽
、
正
面
、
無
背

景
で
、
6
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も

の
。
縦
4
・
5
唖
×
横
3
・
5
唖
）。

※
す
で
に
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
電
子
証
明
書
の
申
請
を
す

る
場
合
は
、
必
ず
住
基
カ
ー
ド
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

■費 
住
基
カ
ー
ド
5
0
0
円
、
電
子
証

明
書
5
0
0
円
。

　
な
お
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
官
公

署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
の
証
明

書
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
【
住
基
カ
ー
ド
お
よ
び
電
子
証
明

書
の
取
得
】
市
民
課
住
民
記
録
班

（
緯
内
線
2
3
4
・
2
3
7
）、
印
旛

支
所
市
民
福
祉
課
市
民
班
（
緯
碓98 
1

1
1
6
）。

e-

  T
   a
x

       

を
使
い
た
い
人
は
…
？

 
イ
ー
タ
ッ
ク
ス

胸日程表胸
時間日程場所

午前8時30分
　　　～11時2月15日臥

印旛支所
市民福祉課
（美瀬）

午前8時30分
　　～午後2時3月1日臥市役所

市民課

※手続きに時間を要するため、いずれも申請は
　各終了時刻までとします。

防災メール

 防災行政無線無料テレホンサービス 

▲ QRコードも
利用可です

　缶ジュースや缶詰、菓子な
どの缶。これらは、資源物の
「カン類」に分別されますが、
下記の缶は「燃やさないご
み」に分別し、指定袋（透明に
緑字）で出してください。
【「燃やさないごみ」とする
缶】
葛化粧品や殺虫剤などのス
プレー缶葛カセット式ガス
ボンベ葛ガスカートリッジ（キャンプで使用するもの）葛塗料
缶。
※指定袋に入らない一斗缶などは「粗大ごみ」です。
【注意事項】
　スプレー缶やカセット式ガスボンベなどは、必ず中身を使い
切ってから、屋外の火の気のない所で穴をあけ排出してくださ
い。中身が残っていると、収集車両や焼却施設での火災事故の
原因になります。
※昨年12月印西クリーンセンターの破砕機内で火災が発生し
ました。原因はカセット式ガスボンベが破砕機内で引火したも
のと推定されます。
　なお、使い切れないカセット式ガスボンベの処理など不明な
点は、（一社）日本ガス石油機器工業会のホームページをご覧い
ただくか、同会カセットボンベお客様センター（緯0120-14-
9996・平日：午前10時～午後5時）へお問い合わせください。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

葛「穴あけ器」によるスプレー缶の穴あけ

新ごみの分別大事典シリーズ⑪

「スプレー缶」や「カセット式ガスボンベ」
などの出し方

　
去
る
1
月
　
日
、
松
山
下
公
園
総
合

11

体
育
館
で
「
印
西
市
消
防
出
初
式
」
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
3
5
0
人
の
消
防
職
・

団
員
が
参
加
。
市
内
外
の
来
賓
や
消

防
関
係
者
ご
臨
席
の
も
と
、
市
長
、
消

防
長
、
団
長
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
消
防
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
1
5

6
人
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
、

千
葉
県
知
事
表
彰
を
は
じ
め
各
種
消

防
関
係
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

※
表
彰
受
章
者
名
簿
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
閲
覧
可
。

平
成

年
消
防
出
初
式
を
挙

　
平
成
　
年
消
防
出
初
式
を
挙
行行

2626

▼岩井総指揮者のもと整列する団員たち

滑

受
章
者
 を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ

る
海
老
原
本
部
付
分
団
長
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▲

寒風吹きすさぶ「110
番の日」広報活動に当
たったみなさん

平成２６年（２０１４）２月１５日号（6）

し
た
が
、

一
件
あ

た
り
の
被
害
額
が
、
そ
の
被
害

者
の
人
生
ま
で
も
大
き
く
変
え

て
し
ま
う
ほ
ど
の
高
額
な
た
め
、

特
に
高
齢
者
に
は
啓
発
活
動
で

最
大
限
の
注
意
喚
起
を
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
移
動
交
番
車
は
、
管
内

を
わ
ず
か
一
台
で
フ
ル
稼
働
。

ど
の
啓
発
・
広
報
活
動
お
よ
び
管

内
（
印
西
市
・
白
井
市
・
栄
町
の

一
部
）
の
開
設
場
所
で
、
チ
ラ
シ

の
配
布
と
各
種
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
通
常
、
移
動
交
番
車
の
乗
務
員

は
、
警
察
官
2
人
と
相
談
員
1
人

の
3
人
体
制
で
、
管
内
を

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
し
な
が

ら
前
記
の
任
務
を
遂
行
。

特
に
振
り
込
め
詐
欺
事
件

は
一
番
の
力
の
入
れ
ど
こ

ろ
で
、
昨
年
は
白
井
駅
と

木
下
駅
周
辺
で
二
件
の
事

件
が
発
生
し
、
移
動
交
番

車
に
よ
る
緊
密
な
連
絡
体

制
で
、
犯
人
の
逮
捕
に
結

び
付
き
、
大
き
な
成
果
を

あ
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
事
件
は
、

自
転
車
や
車
な
ど
の
盗
難
件
数
よ

り
遥
か
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
で

 地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保

　
移
動
交
番
 密
着
レ
ポ
ー
ト

広報レポーター： 現王園   秀志 （原山）
げんのうぞの ひでし

庭
隅
の
椿
咲
き
さ
か
り
朝
の
日
に
紅
透
き
て
花
び
ら
清
し

大
　
森
　
　
　
馬
場
世
知
子

棹
鋏
高
く
差
し
上
げ
柿
を
捥
ぐ
あ
り
し
日
の
祖
母
為
し
た
る
ご
と
く

若
　
萩
　
　
　
堀
江
　
二
雄

庭
園
に
藁
囲
ひ
さ
れ
咲
き
競
ふ
正
月
ぼ
た
ん
さ
な
が
ら
雪
ん
子

小
林
浅
間
　
　
前
田
千
代
子

青
天
の
浮
き
雲
過
ぎ
て
飛
行
機
は
小
毬
に
な
り
て
停
ま
る
が
に
見
ゆ

原
　
　
　
　
野
村
　
と
く

し
ん
し
ん
と
霜
の
覆
ひ
た
る
草
深
の
暁
の
空
に
明
星
輝
く

滝
　
野
　
　
　
松
崎
　
　
登

滝
ひ
と
つ
氷
柱
と
な
り
て
静
ま
れ
り

滝
　
野
　
　
　
大
友
　
清
子

き
ざ
は
し
の
真
中
を
進
む
初
詣

小
倉
台
　
　
　
川
上
　
謙
一

初
雪
や
一
句
の
出
来
る
所
ま
で

大
　
塚
　
　
　
廣
島
　
直
之

最
果
て
を
守
る
礼
文
の
凍
る
息

小
倉
台
　
　
　
山
田
　
　
明

初
晴
れ
や
縁
よ
り
見
上
ぐ
立
っ
ち
の
子

竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
栄
子

　
み
な
さ
ん
は
1
月
　
日
が
何
の

10

日
か
ご
存
じ
で
す
か
。
正
解
は

「
1
1
0
番
の
日
」
で
す
が
、
わ
た

し
は
当
日
の
移
動
交
番
の
取
材
で

初
め
て
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
一
口
に
「
1
1
0
番
の

日
」
と
い
っ
て
も
今
一
つ
釈
然
と

し
な
い
の
で
、
自
問
自
答
の
結
果

「
社
会
の
安
全
を
守
る
日
」
と
読

み
替
え
て
理
解
し
ま
し
た
。

　
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
印
西

警
察
署
の
移
動
交
番
車
で
勤
務
さ

れ
て
い
る
警
部
補
の
 松
室
 さ
ん
に

ま
つ
む
ろ

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
仕
事
の
内
容
で
す
が
、
主

に
防
犯
と
交
通
安
全
に
伴
う
学
校

や
各
地
域
の
老
人
会
・
自
治
会
な

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
の

南
西
の
方
角
に
　
分
ほ
ど
歩
い
て

10

行
く
と
巨
大
な
リ
ン
グ
が
見
え
て

き
ま
す
（「
ス
ー
パ
ー
リ
ン
グ
」
と

い
っ
て
地
球
の
地
軸
の
傾
き
を
表

す
）。
そ
こ
が
東
京
電
機
大
学
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
武
西
学
園
台
2
―
1
2
0

0
）
で
す
。

　
同
大
学
は
、
明
治
　
年
に
東

40

京
市
神
田
区
に
創
立
し
た
電
機

学
校
が
始
ま
り
で
、
昭
和
　
年
24

の
学
制
改
革
で
理
工
系
の
大
学

と
な
り
、
平
成
2
年
に
 千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
設
。
平
成
　
年
に
現
在
の

13

キ
ャ
ン
パ
ス
に
情
報
環
境
学
部

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
ド
ー
ム
4
・
5
倍
の
同

大
学
に
は
、
情
報
環
境
学
部
の

ほ
か
に
総
合
研
究
所
な
ど
の
大

学
全
体
の
研
究
施
設
な
ど
　
の
15

建
物
が
点
在
し
。
中
に
は
約
1

街
0
0
0
席
を
有
す
る
福
田

ホ
ー
ル
（
か
つ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
を
開
催
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
敷
地
中
央
に
は
広
い
芝
生

や
修
景
池
も
あ
り
、
開
放
感
に

満
ち
、
ま
る
で
欧
米
の
大
学
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ス

で
す
。

　
約
1
街
1
0
0
人
の
学
生
が

学
ぶ
情
報
環
境
学
部
は
、 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
情
報
に
関
す
る
幅
広
い
学

び
を
提
供
し
、
学
生
自
身
の
手

に
よ
る
学
習
計
画
の
も
と
に
、

自
発
的
に
学
べ
る
学
習
環
境
を

整
え
、
企
業
や
自
治
体
と
共
同

で
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科

目
を
設
け
る
な
ど
特
色
あ
る
教

育
方
法
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
。

　
取
材
当
日
に
は
「
基
礎
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
授
業
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

教
員
や
企
業
が
設
定
し
た
テ
ー

マ
に
入
学
3
年
目
の
学
生
（
同

大
学
は
学
年
制
を
廃
止
）
が
応

募
し
て
研
究
成
果
を
発
表
す
る

も
の
で
、
校
外
の
人
も
見
学
が

で
き
ま
す
。
会
場
に
は
、
1
0

0
を
超
え
る
テ
ー
マ
が
発
表
さ

れ
て
い
て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
そ

の
概
要
を
展
示
。
個
人
的
に
興

今
後
の
印
西
市
は
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
人
口
増
加
と
と
も

に
各
種
犯
罪
も
必
然
的
に
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
地
域

の
防
犯
力
を
今
後
ど
の
よ
う

に
高
め
れ
ば
良
い
の
か
？
一

市
民
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
1
1
0
番
の
日
と
な
り
ま

し
た
。

　
取
材
当
日
は
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ

中
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
コ
ス
モ
ス
広

場
で
し
た
が
、 松
室
 さ
ん
を
は
じ

ま
つ
む
ろ

め
、
み
な
さ
ん
、
の
ぼ
り
旗
が
吹

き
飛
ば
さ
れ
る
程
の
強
風
の
中
で

も
精
力
的
に
広
報
活
動
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
の
安
全
を
見
守
る

移
動
交
番
。
も
し
見
か
け
た
ら
、

ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■問 
印
西
警
察
署
地
域
課
（
緯
碓42 
0

1
1
0
）。

味
の
あ
っ
た
「
学
校
教
育
に
お
け

る
Ｉ
Ｔ
機
器
の
導
入
の
調
査
研

究
」
な
ど
に
つ
い
て
学
生
の
熱
心

な
説
明
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
そ

れ
は
理
系
の
苦
手
な
わ
た
し
に
も

分
か
り
や
す
い
内
容
で
、
会
場
は

若
い
熱
気
で
溢
れ
、
ほ
か
の
テ
ー

マ
も
学
生
が
主
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
同
大
学
で
は
、
公
開
講
座
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
印
西
市
で
実

施
さ
れ
る
「
わ
く
わ
く
親
子
自
然

体
験
」
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
講
師

を
派
遣
し
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
Ｔ
Ｄ
Ｕ
い
ん
ざ
い
産
学
官
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
通
じ
て
市
民

の
起
業
支
援
を
す
る
な
ど
、
地
域

と
の
連
携
を
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
　
月
に
行
わ
れ
る
学
園
祭
な

10

ど
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

■問 
東
京
電
機
大
学
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
緯
碓46 
4
1
1
1
）。

広報レポーター：
 佐々木   護 （木刈）
ささき まもる

東京電機大学
千葉ニュータウンキャンパス

葛
日
光
の
加
減
に
よ
り
色
が
変

わ
る「
ス
ー
パ
ー
リ
ン
グ
」（
上
）

と
主
に
授
業
を
行
う
教
育
棟

▲基礎プロジェクトでの発表の様
子。どの発表も熱心に行われました

※詳しくは市ホームページをご覧ください

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①電動式折りたたみベット ②天神幼稚園体操服及び制服 ③ミキサー（家庭用）
④印西しおん幼稚園体操服一式⑤プリンタ用詰め替えインク⑥プリンタ用イン
クカートリッチ⑦シングルベット⑧犬の洋服⑨船穂中学校女子制服・ジャージ
⑩スキー服（女性用）⑪パンツプレス⑫千葉商科大学付属高校制服。

①わだ幼稚園男児、園服及び体操服②ロックミシン③大森小学校の体操服④印
西中学校の女子用制服と運動着⑤しおん幼稚園男児、女児用ジャージ、男児、女
児用体操服（大きめサイズ希望）⑥天神幼稚園男児、女児制服、ブラウス等⑦
⑧犬用乳母車⑨補聴器。

掲載情報は1月29日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

滑

地道な呼びかけ
が事件防止につな
がったことも

地域の安全を見守る移動交番地域の安全を見守る移動交番車車
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